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「科学技術の状況に係る総合的意識調査(定点調査)」 
- 科学技術システムの課題に関する代表的研究者・有識者の意識定点調査 - 
- 科学技術分野の課題に関する第一線級研究者の意識定点調査 - 
2009 年度調査の結果について 
科学技術政策研究所では、日本の代表的な研究者・有識者や第一線級の研究者(約
1,400 名)に科学技術の状況を尋ねる意識調査（第 4 回）を実施しました。 



















しています。分野別定点調査のアンケート対象者は、重点推進 4 分野および推進 4 分野の各分野で学
協会などから推薦された約 120 名(8 分野合計約 960 名)です。 
第 4 回目となる 2009 年度調査は 2009 年 7～10 月に実施しました。過去 3 回と同じ質問を繰り返し、




























































○ <追加調査> 2001 年頃と比べて、大学の個性化が進みつつあるとの認識が示され
ています。特に産学連携を積極的に進めている大学が多くなっているとされてい
ます。大都市圏と地方の大学を比較すると、地方の大学の方が、個性化の度合い
が強いとの認識が示されています。 
（９） 大学機能の多様化に伴い、大学教員への負荷が増している 
○ 日本の大学システムの状況が変化しつつある一方、これらの変化に伴う大学教員
の負荷も増加しています。2006 年度から一貫して、研究者の研究時間が減少して
いるとの認識が示されています。その理由として、回答者の多くが評価や組織運
営業務などの増加を挙げています。 
（１０） 大学の研究施設・設備、研究資金、研究スペース、研究支援者の状況は、不
充分との評価が継続している 
○ 大学の研究施設・設備、研究資金、研究スペース、研究支援者の状況は、不充分
との評価が 2006 年度調査から継続しています。地方大学では研究施設・設備の
整備や学術雑誌購読の状況が悪くなっているとの意見も見られました。 
（１１） 他国と比べた日本の相対的な科学・技術水準や産業競争力が将来的に低下
するとの危機感が示されている。特に、アジアのキャッチアップは加速している 
○ 回答者は、現状では多くの分野で日本の科学・技術水準や国際競争力は、米国
や欧州と同等かそれ以上と考えています。ただし、これらの分野でも 5 年後の
2014 年には日本の優位性は低下するとの認識が示されています。現状では日本
の科学・技術の水準や産業の国際競争力はアジアより高いとされています。しかし、
5 年後までにアジア諸国によるキャッチアップが急激に進み、日本とアジアの科
学・技術水準や産業競争力が同等となる分野が増えるとの見通しが示されていま
す。特に情報通信分野については、アジアの方が、産業競争力が高くなるとの認
識が示されています。 
